
令和５年度学校だより

《 逃げる2月の過ごし方 》

毎朝、校門に立って登校してくる子どもたちとあいさつを交わし、
草庵先生像にあいさつ、そして慎独の碑に向かって「慎独とは、自分
が独りでいるときでも、心を正しくもち、自分に恥ずかしくない行い
をすること」と唱えます。何度も子どもたちと一緒に慎独の意味を唱
えながら、自分にとっての自分に恥ずかしくない行いとは？と自問自
答しています。
２月の草庵先生の教えは「学ぶのは何のため？ 自分を完成させる

ため」です。全校朝会での校長講話で、学ぶ（勉強する）のは何のためなのか子どもたちに問
いました。「自分のためです」と返答がありました。自分の中にある力や才能を掘り出して（見
つけ出して）それを磨き、自分を完成させるためです。人のためにするのではないと確認をし
ました。日々の中で、時間が経てば意識が薄れていくのが常ですので、繰り返し繰り返しなぜ
なのかを考えながら、一つ一つのことを成し遂げていきたいです。
今の学年のまとめとともに、次の学年の準備も意識しながらの2月を過ごしたいです。

草庵先生に学ぶ宿南小学校

《 今年度最後の授業参観 》

２月３日は、今年度最後の授業参観でした。地域の方にも
オープンにして、子どもたちの様子を見ていただくことがで
きました。受付では、時間限定でしたが、大谷選手寄贈のグ
ローブも見ていただきました。
それぞれの学年では、1年間のまとめとして、自分の成長や

思い出、できるようになったこと、学習のふり返り等を、手
紙や作文、パワーポイント、新聞や実演といった様々な手法
で発表しました。５年生は、道徳の
授業を見ていただきました。４月か
らの子どもたちの成長を、感じてい
ただく機会となりました。
寄せられた感想は、評価として励

みにするとともに、今後の改善に生
かしたいと思います。
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３ 月 の 予 定

１（金）立番 ６年生卒業の書③ １５（金）立番
３（日）ＰＴＡ親子資源回収 １９（火）愛校作業 給食最終日 一斉下校

㊗５（火）全校朝会 ２０（水）春分の日
６（水）一斉下校 ２１（木）卒業式 一斉下校（１～５年）
７（木）児童朝会 宿南タイム ２２（金）修了式 一斉下校

全校音楽 ２５（月）春季休業日（～４月５日）
８（金）６年生を送る会

学校保健委員会 ＜４月＞
１１（月）東日本大震災追悼集会 ８（月）立番 始業式 一斉下校

委員会活動 ９（火）立番 入学式 一斉下校
１２（火）母ちゃんのお話広場 １０（水）立番 身体測定 地区児童会
１３（水）一斉下校 そうあんくんの日 一斉下校 宿南っ子の日

感謝の会 そうあんくんの日
１４（木）代表委員会 １１（木）給食開始

（授業参観の感想）
・一年を振り返り、大きく成長したなと実感し、感動しました。自分の思いを書き、発表している姿、
本当に素晴らしかったです。熱心にご指導くださりありがとうございました。
・自信をもって授業に取り組んでいたように思いました。失敗したり、違ったりしても何度も挑戦し
ていました。日々の生活が我が子を強くしてくれたと実感しています。
・道徳の授業では、みんな積極的に手を挙げて自信をもって自分の意見を言えていて感心しました。
困っている人の気持ちを推し量り、親切にしたいという気持ちがあることがわかりました。実際に
困っている人を見かけたら、勇気を出して声をかけられる人になってほしいと思いました。
・発表の際、主語を意識したり、気持ちを伝える言葉を選んだりして、自分の気持ちや言いたいこと
がしっかり相手に伝えられるようになって欲しいと感じました。
・１年のまとめとして、がんばったこと、思い出を新聞にまとめて上手に発表できていました。大き
くなったと感心しました。姿勢が気になりました。
・体験したことを自分の言葉で発表できていました。インプットとアウトプットができていてよかっ
たです。しっかり理解できているのだとわかりました。

《 ふるさと講演会 》

授業参観の後のふるさと講演会は、地域の田中
靖さんを講師にお迎えして、「電気って何？電気
はどこから来るのかな？」と題してお話しいただ
きました。大変身近な、しかし目には見えない電
気の正体や、どのように作られ家まで運ばれてく
るのかを分かりやすく教えていただきました。帰
宅してすぐにコンセントの穴の大きさを確かめま
した。丁寧な準備と、具体物も使った説明とお話、本当にありがとうございました。

（ふるさと講演会の感想）
・地元の方からお話を聞く貴重な機会になりよかったです。ふだん気付いていないこと、知らなかっ
たことなどたくさんあり、参考になるお話でした。
・少し大人にも難しい内容のところもありましたが、集中して子どもたちも聞けていました。子ども
たちに、電気の大切さに気付いてもらいたいです。今後もこのような機会を持って欲しいです。
・身近で、なくてはならない電気について、子どもにも分かりやすい内容で、帰ってから親子でふり
返ることができました。電気を無駄なく使うよう意識したいです。


